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【研究の背景】 フレーザー錯視 1)やカフェウ

ォール錯視 2)といった傾き錯視の図形には、

「静止画が動いて見える錯視」がしばしば観

察されることが指摘されている 3)。これは、視

覚研究においては、方位選択性と運動選択性

の相関という新しい知見であり、視覚のメカ

ニズムを解き明かす有力な手がかりの一つと

なる可能性がある。 
【フレーザー錯視族】 フレーザー錯視は、そ

の要素（線とエッジ）の組み合わせから 3 種

類のタイプに分類できることがわかった 4)

（図 1）。すなわち、（1）線・線タイプ、（2）
線・エッジタイプ、（3）エッジ・エッジタイ

プである。カフェウォール錯視は（2）のタ

イプに含めることができる。 
 

 
図 1 フレーザー錯視族 

 
【4 ストローク運動族】 4 ストローク運動 5)

は線・線タイプとエッジ・エッジタイプに分

けられるが、線・エッジタイプがそれ以前に

指摘されている 6)ので、フレーザー錯視族と

同様、3 種類のタイプに分類できる。これら

の関係を図示したのが図 2 である。 

 

図 2 フレーザー錯視族と 4 ストローク運動族と

の関係 

 

【考察と今後の方針】 傾き錯視に同期する

「静止画が動いて見える錯視」群は、4 スト

ローク運動族の性質に還元することで説明で

きる。これらの錯視族の対応および刺激図形

の共有という知見から、たとえば第一次視覚

野の方位選択性細胞で、しかも運動選択性も

有するニューロンが、これらの両錯視の成立

に貢献している可能性が示唆される。これら

の現象を数理モデル化することは、これらの

錯視現象のみならず、視覚のメカニズムを明

らかにすることに役立つことが期待できる。 
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